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会員の皆様、改めまして新年明けまして
おめでとうございます。

本日は、賀詞交歓会にご出席いただき、
ありがとうございます。

日頃より会員の皆様のご支援とご協力のお
陰で、協会運営は 2017 年度も大体スムーズ
に行われたと思っております。この場をお借
りし、厚く御礼申し上げます。　また先程は、

「新春公開セミナー」でご講演いただきまし
た岡本明先生、岡本篤樹先生大変ありがとう
ございました。大変勉強になりました。今後
ともご支援宜しくお願いします。

それでは、年頭に当たりまして、一言協
会の活動状況と当協会が集計致しました、

「2017 年のボンド磁石生産出荷統計」を簡
単にご報告します。
１．ＢＭ協会の事業活動

主な活動状況を数点簡単に申し上げます。
１点目は、事業計画の技術例会、シンポ

ジウム、公開セミナー、寺子屋ＢＭ塾、軟
磁性研究会、BM NEWS は、技術委員、企
画委員、編集部員の皆さんの頑張りで、昨
年も大変良い結果でありました。

２点目は、昨年も東京タワーで行われた
「キッズ環境科学博士 2017」のイベントに
参加しました。大森専務理事や広瀬洋一さ
んが先頭に立って、技術委員の皆さんのご
協力で、磁石を応用した玩具を展示し、子
供達に『磁石の不思議』を体験してもらい
大変好評でした。

３点目は、昨年の総会で購入をご承認い
ただいた、インドの調査会社が調査した『世
界各国のボンド磁石消費量の統計資料』が
届きましたので、今年はこれを解析し参考
にして我々の世界出荷統計値の精度をさら
に高めて行きたいと考えています。また、
軟磁性材料の生産統計についても、日本の
調査会社の資料も届きました。この件は、
原田ＣＥＯが以前から軟磁性も調査しよう
と言ってこられた案件であります。今年は、
この資料を参考にしながら、第一報を出し
たいと思っています。

以上、2017 年度の活動は、計画通り実
施され、着実に進展したと申し上げたいと
思います。

続いてボンド磁石の出荷統計の報告に入り
ます。2017 年の日本国内及び海外日系メー
カのボンド磁石生産推定の最終報告は、 BM 
NEWS の４月号に掲載しますので、ここで
は簡単にご報告します。

全般的に見ますと、2017 年の日本国内も
海外日系メーカもボンド磁石の生産は、大き
く伸びました。

１．フェライト系フレキシブルボンド磁石：
国内生産はサーバ用ファンモータが伸び、
海外日系は、マグネットシートが大きく伸
びました。
国内メーカ：　3,400 トン（105％）
		  　24 億円（104％）
海外日系メーカ： 　17 億円（155％）

２．フェライト系リジッドボンド磁石：
カラーコピー機のマグネットロールやエア
コンの室外機ファンモータ用が順調に伸び
ました。海外日系も国内と同様な傾向であ
りました。
国内メーカ：    7,340 トン（108％）
		   113 億円（103％）
海外日系メーカ：    91 億円  (107％）

３．希土類ボンド磁石：車載用のアクチュ
エータ・センサ用と HDD の需要が堅調で
ありました。海外日系メーカは、モータの
伸びが堅調でありました。希土類原料の内
訳は、等方性 MQP が、690 トン、異方性
Sm-Fe-N は、450 トン弱、それ以外はＨ
ＤＤＲ（180 トン）でありました。

国内メーカ：    1,320 トン（113％） 
		   264 億円（117％）
海外日系メーカ：  605 億円（110％）

以 上 の 結 果 か ら、 日 本 国 内 生 産 は、
12,060 トン（108％），金額は 401 億円

（114％）でありました。海外日系の生産金
額は、713億円（110％）でありました。以上、
国内及び海外日系の合計金額は、1,114 億
円、前年比 111％になる見通しであります。
以上が出荷統計報告であります。

結びになりますが、今年の正月にショッ
キングな新聞記事が一つありました。

読まれた方も大勢おられると思います。
それは、6 日の日経新聞の社説に書かれて
いる『いつの間にか「仕事熱心」をやめた
日本人』という見出しでした。
「日本人は仕事熱心」という常識は、もは

や過去のものかもしれない。アメリカの調
査会社ギャラップが昨年公表した、仕事へ
の熱意（エンゲージメント）についての国
際比較によると、日本で「仕事に熱意を持っ
て積極的に取り組んでいる」従業員の比率
は全体の 6％、調査した 139 カ国のなかで
132 位と、最下位級にとどまった。他の調
査でもほぼ同様の結果が出ている。そしてそ
の原因の一つは、人員の年齢構成のいびつだ
ろう、とありました。若い人が新しいアイ
デアを出しても、職場で多数派を占めるこ
との多い中高年層が抵抗し、跳ね返される。
そんなことが繰り返されれば、あきらめムー
ドが広がり、誰も何も言わなくなる。

私が以前、BM 素心に「絵に描いた餅の
価値」（2013.10）というタイトルで書いた
こととよく似ており、同じことを考える人
がいると思い、関心持って読みました。中
高年の方にお願いします。若い人から何か
提案があったら、「絵に描いた餅」とか「ど
こかで使用実績があるのか」とか言っては
ねのけないで、一緒に考え企業の将来に繋
げて欲しいです。そうすれば 132 位が一気
に跳ね上がると思います。もし、読まれて
いなくて　ご関心があれば、大森さんに新
聞記事を送ってもらいます。

この様な新年ではありましたが、会員皆
様のご健勝とさらなるご発展を祈念し、年
頭の挨拶とさせていただきます。長くなり
ましたが、本年も協会のご支援をよろしく
お願い致します。ありがとうございました。

2018 年新年賀詞交歓会挨拶

                                     会長
　芳賀 美次


